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平成 22 年 9 月期 通期業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 

   
 

 平成 22 年 5 月 10 日に公表した平成 22 年 9 月期（平成 21 年 10 月１日 ～ 平成 22 年 9 月 30 日）の

通期業績予想および配当予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 
 
 

記  
  
１． 連結業績予想の修正 

 

通期（平成 21 年 10 月１日～平成 22 年 9月 30 日）              （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 21,300 350 250 260 2,293円34銭 

今回修正予想（Ｂ） 20,155 279 187 277 2,448円58銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,144 △70 △62 17 － 

増減率（％） △5.4 △20.2 △25.1 6.8 － 

（ご参考） 
前 期 実 績

（平成 21 年 9 月期）

18,682 △675 △872 △2,011 
△17,738 円 

78 銭 

 

 

 

２． 個別業績予想の修正 

 

通期（平成 21 年 10 月１日～平成 22 年 9月 30 日）              （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 19,500 320 260 300 2,646円16銭 

今回修正予想（Ｂ） 18,411 398 347 377 3,326円26銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,088 78 87 77 － 

増減率（％） △5.6 24.5 33.7 25.7 － 

（ご参考） 
前 期 実 績

（平成 21 年 9 月期）

17,254 △451 △493 △1,765 
△15,567 円 

36 銭 

 

               



 

３． 修正理由 

 

当社グループでは、売上高が前回予想より減少いたしました。その主な要因は、パネルメーカーが日本国内

でのエコポイント等によるＴＶパネル需要増に対応するため、生産フル稼働状態を継続したことにより、新

規開発需要が後ろ倒し傾向となり、当社の売上げの大きな部分を占める国内顧客向け第 10 世代用フォトマ

スクの売上げが想定より減少したためです。また、第 8世代以下のフォトマスクにつきましては、6月以降

のパネルの供給過剰によるパネルメーカーの稼働率低下に伴い、空いたラインで行われる試作や新機種開発

用のフォトマスク需要が堅調に推移いたしました。また、利益面においては、連結子会社頂正科技において

売上高減少による損失額の増加により、連結業績につきましては営業利益および経常利益は前回予想と比べ

若干減少いたしました。一方、当期純利益においては、連結子会社頂正科技において特別損失が想定より軽

微となったため、前回予想より微増いたしました。個別業績につきましては、精力的な営業活動、およびパ

ネルメーカーの高精細化要求に対する積極的な技術対応を行ったことにより、付加価値の高い多階調マスク

比率が当社想定よりアップし、前回予想と比べ利益が増加いたしました。 

  

４．配当予想の修正 

 

平成 22 年 9月期の配当金につきまして、平成 21年 11 月 9 日に 1株当たりの期末配当金を 800 円（年

間配当金 800 円）と発表しておりましたが、上記業績予想の修正をふまえて今回 1,000 円（年間配当金

1,000 円）と修正させていただきます。 

 

 
 前 回 予 想 

（平成21年11月9日発表）

今 回 修 正 (ご参考)前期実績 
(平成 21 年 9 月期) 

1 株当り中間配当金 － 円 － 円 － 円

1株当り期末配当金 800 円 1,000 円 － 円

1株当り年間配当金 800 円 1,000 円 － 円

 

 

   

以上 
 


